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日常生活の消費エネルギー
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日的　現代の日本人の日常生活における身体活動量は減少の傾向にある。そこで身体活動

量の違いによって実際のエネルギー消費量がどの程度異なるのか、また、身体活動量を正

確・簡便に計測する方法について検討した。

方法　平成６年５月に高校生、大学生および成人男女8 2名を対象に、平日と休日の活動

内容と各活動時の姿勢を記録してもらい、現代人の生活活動の特徴を把握した。次に、３

人の女子学生を被験者として、] 日の消費エネルギー量が異なると思われる「のんびり日

」と「スポーツ日」という2通りの過ごし方を想定し、その消費エネルギー量の違いを測

定した。酸素消費量、心拍の測定にはコスメデ社製の無線式エネルギー代謝計測システム

K2を使用し、同時に心拍数の変化および簡易型消費エネルギー計による計測も行った。

結果　現代人の休日の過ごし方は１）のんびり在宅・家事こなし型、２）アルバイト・外

出型、3）積極的スポーツ型の３つの型に大別できた。積極的に運動をした日にはのんび

りと家で過ごした場合より平均で約5 6 0 k c a 1多く消費しており、心拍も1。４倍に

増加していた。被験者のいずれにおいても簡易型消費エネルギー計による計測値がK2に

より測定した消費エネルギー量に比べ低かった。また、運動した日よりも身体活動量の少

なかったのんびりと過ごした日の方が、K2により測定した消費エネルギー量と簡易型消

費エネルギー計による計測値との差が小さい傾向がみられた。

成人女子における日常歩行量の解析
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目的：これまでに成人女子を対象にして４ヵ月および６ヵ月にわたる長期日常身体活動量調査

を行い、特に日常歩行活動の特徴について検討して来た。すなわち、1 0段階加速度センサー

内蔵のペドメーターを用いて歩行数、運動消費熱量、微小運動熱量、総消費熱量等の測定およ

び算定を行った。また、同一被験者に対して調査期間中の基礎体温測定による卵巣周期の確認、

自己記入式記録用紙による睡眠・生活活動調査および最大酸素摂取量を含む若干の基礎体力測

定等を実施して、性周期や基礎体力などと日常活動量との関連性についてすでに報告した。今

回は歩行内容の個人差についてさらに検討を加えた結果を報告する。方法：同一被験者にアク

トコーダYH－1 （K. Kヤガミ）を２日間装着して、３０秒毎の歩行数測定を連続的にメモ

リーした歩行データをアクトコーダ解析用プ・グラム（Ｋ．Ｋヤガミ）によって処理した。同

時に、自記式行動記録をとってデータ解析に用いた。この調査を同一被験者に関して数回行っ

た。結果：歩行出現頻度、屋内外歩行動作時間および内外比率および内外歩行速度などに著し

い個人差を認めた。これらと総歩行数との関係について現在検討中である。
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